
彼
に
因
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
「
カ
ス
。
ハ
ル
流
外
科
」
の
父
と
し
て
、
９
名
胃
浮
冒
日
牙
凋
９
．
は
日
本
の
医
学
史
上
も
つ
と
も
著
名
な
人
物

に
属
し
、
出
島
商
館
長
の
日
記
に
よ
る
と
、
一
六
四
九
年
か
ら
一
六
五
一
年
頃
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
。
一
六
五
○
年
に
シ
且
鳥
の
卑
域
５

の
使
節
と
と
も
に
江
戸
へ
赴
き
、
そ
こ
で
約
十
か
月
外
科
を
教
え
、
患
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
。
多
大
な
報
酬
を
得
て
長
崎
へ
も
ど
り
、
ま
も

な
く
次
の
江
戸
参
府
に
も
加
わ
っ
た
。
彼
の
「
弟
子
」
や
そ
の
著
作
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
滞
在
前
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。
彼
の
正
確
な
名
前
に
つ
い
て
さ
え
さ
ま
ざ
ま
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

日
本
関
係
の
当
時
の
ド
イ
ツ
の
文
献
を
読
ん
で
い
て
、
私
は
偶
然
彼
の
経
歴
に
つ
い
て
の
手
掛
か
り
を
得
た
。
自
由
帝
国
都
市
ｚ
胃
号
ｏ
侭

の
学
者
ｏ
胃
冨
画
昌
野
口
。
丘
は
、
そ
の
論
文
集
「
二
大
王
国
、
日
本
と
シ
ャ
ム
に
つ
い
て
」
（
一
六
六
三
年
）
の
た
め
に
、
も
と
の
平
戸
商
館

長
早
目
§
“
９
曙
。
国
の
記
述
を
薬
剤
師
旨
冨
昌
邑
凶
。
：
旨
の
儲
＆
働
冒
に
翻
訳
さ
せ
た
。
巨
閏
。
爵
旨
は
ド
イ
ツ
の
葛
冒
吾
の
目
出
身
で
、

一
六
四
四
年
か
ら
一
六
五
三
年
ま
で
東
イ
ン
ド
商
会
の
船
医
（
理
髪
師
）
と
し
て
働
き
、
一
六
五
一
年
の
夏
、
出
島
で
数
か
月
を
過
ご
し
、

芹
盲
目
冨
凋
９
を
知
っ
た
。
彼
は
翻
訳
だ
け
で
な
く
、
自
分
で
も
旅
行
日
記
を
書
き
、
穿
昌
ｏ
屋
は
こ
れ
を
上
述
の
論
文
集
に
加
え
た
が
、

そ
の
際
ど
ロ
。
丘
に
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
も
し
て
い
る
。
ど
冒
○
匡
は
一
六
七
三
年
こ
の
著
書
に
さ
ら
に
加
筆
し
、
「
三
大
王
国
日
本
、
シ
ャ
ム
、

出
島
藺
館
医
カ
ス
パ
ル
。
シ
ャ
ム
ベ
ル
ゲ
ル
に
っ

ミ
ヒ
ェ
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

い

て
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朝
鮮
に
つ
い
て
」
を
著
し
た
。
ど
冒
○
匡
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
加
え
た
膨
大
な
脚
注
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

シ
冒
○
丘
は
巨
ｇ
ｏ
淫
の
旨
か
ら
、
際
閣
員
〕
胃
侭
命
司
の
帰
国
後
の
滞
在
地
と
そ
の
身
分
を
知
っ
た
。
実
際
に
こ
れ
は
序
君
国
揖
市
の
文
書
保
管

局
で
の
研
究
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
一
六
三
九
年
か
ら
一
六
八
二
年
の
戸
籍
簿
（
八
九
頁
）
に
よ
る
と
、
「
商
人
９
若
閏
呼
冨
日
胃
凋
①
葛

は
胃
５
Ｎ
両
生
ま
れ
だ
が
、
そ
の
父
は
○
農
冨
局
の
誕
生
後
に
市
民
権
を
得
て
お
り
」
、
彼
自
身
は
一
六
五
八
年
十
一
月
八
日
に
市
民
権
を
取

「
日
本
で
は
外
科
医
（
ほ
と
ん
ど
が
東
イ
ン
ド
に
や
っ
て
き
た
ド
イ
ツ
人
）
は
と
く
に
人
望
が
あ
る
。
日
本
人
が
彼
ら
を
必
要
と
す
る
と

き
は
、
自
分
の
町
に
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
こ
へ
は
他
の
人
之
は
（
ど
ん
な
に
望
ん
で
も
）
行
く
こ
と
も
、
そ
の
地
を
垣
間
見
る
こ
と
も
許
さ

れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
旨
①
月
匡
の
宮
氏
が
日
本
に
い
た
時
、
長
崎
の
貴
族
が
ピ
ッ
チ
で
足
を
火
傷
し
、
オ
ラ
ダ
ン
人
に
外
科
医
を
要
請

し
た
。
そ
の
時
選
ば
れ
た
医
師
（
○
胃
号
胃
豆
弓
の
『
）
は
他
の
医
師
の
た
め
に
便
宜
を
計
り
、
傷
は
一
人
で
治
療
で
き
る
よ
う
な
性
質
の
も
の

で
は
な
い
と
称
し
て
、
毎
日
も
う
ひ
と
り
の
医
師
を
伴
っ
た
。
そ
の
後
、
外
科
医
と
そ
の
助
手
（
ご
貝
①
号
胃
匡
『
①
『
）
は
二
人
の
犀
且
鳥
と

通
事
に
伴
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
治
療
後
、
帰
途
、
特
別
に
毎
回
少
し
先
の
通
り
ま
で
連
れ
で
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
富
①
局
。
産
①
旨
氏
は
、
遠
く
か
ら
で
は
寺
院
の
美
し
い
建
物
や
墓
地
以
外
に
は
な
に
も
見
え
な
か
っ
た
し
、
そ
こ
へ
行
く
こ
と
も

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
は
、
治
療
後
、
日
本
人
か
ら
多
大
な
贈
り
物
を
与
え
ら
れ
た
。
９
若
・
評
冨
日
胃
侭
貝

氏
（
現
在
は
胃
君
国
侭
の
大
商
人
）
も
当
時
そ
れ
に
あ
ず
か
っ
た
一
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
四
人
の
武
士
、
ま
た
は
犀
昌
昌
が
骨
折
り
に
対

す
る
贈
り
物
を
台
、
ま
た
は
恩
昏
睡
ロ
に
乗
せ
て
、
彼
の
も
と
に
公
式
に
持
参
し
た
。
日
本
人
は
生
来
華
美
で
、
人
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
好

む
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
絹
の
服
、
静
。
底
①
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
ワ
イ
ン
、
さ
ら
に
長
円
形
の
金
貨
で
あ
っ
た
。
こ
の
金
貨
は
し
か
し
、
（
残
念

な
が
ら
）
国
外
へ
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
彼
ら
の
貨
幣
制
度
に
従
っ
て
銀
に
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
（
ど
戸
。
昼
一
六
七
三

年
、
三
四
三
頁
）
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＝

得
し
て
い
る
。
砕
冒
日
冨
侭
①
『
の
父
は
「
嵐
目
侭
号
①
祠
の
商
人
層
匡
四
ｍ
目
芹
盲
目
胃
侭
９
」
で
一
六
二
四
年
八
月
十
三
日
に
市
民
権
を
得

た
。
（
戸
籍
簿
一
六
一
二
’
六
六
年
、
九
六
頁
）
し
た
が
っ
て
。
農
冒
局
評
冨
日
冨
侭
①
儲
は
一
六
二
四
年
に
斥
昔
烏
で
生
ま
れ
た
の
で
あ

る
。
彼
が
日
本
に
来
た
の
は
二
十
五
歳
頃
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
原
君
園
狩
の
文
書
保
管
局
に
は
一
六
五
八
年
の
市
民
権
取
得
以
外
の
記
録
も

残
っ
て
い
る
。
呼
冨
目
胃
凋
の
局
は
お
そ
ら
く
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
よ
う
に
、
裕
福
に
な
っ
て
東
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
、
社
会
的
に
そ
れ

ほ
ど
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
外
科
医
（
厭
忌
胃
）
と
し
て
の
仕
事
を
辞
め
、
今
度
は
商
人
に
な
っ
た
。
し
か
し
市
民
階
級
へ
の
復
帰
は
容

易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
彼
の
名
前
が
現
れ
る
一
六
六
九
年
か
ら
九
八
年
の
記
録
の
ほ
と
ん
ど
に
は
争
議
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文

献
は
全
部
で
一
二
三
○
．
ヘ
ー
ジ
に
な
る
。
砕
冒
日
胃
侭
①
『
は
、
埋
葬
記
録
に
よ
る
と
一
七
○
六
年
四
月
四
日
、
序
胃
揖
の
①
同
旨
目
吻
ｏ
胃

①
脚
器
①
で
没
し
て
い
る
。
享
年
八
十
三
歳
、
莫
大
な
遺
産
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
記
録
に
よ
る
と
一
七
五
○
年
ま
で
続
い
て
い
る
。

〃
（
九
州
大
学
言
語
文
化
部
）
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